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大町レディースも福を願い　節分祭
　季節の変わり目の邪気を払い福を招こうと２月３日、若一
王子神社で節分祭が行われました。
　境内では、拝殿から現れた鬼に豆をぶつけ邪気を払う追

つい

儺
な

式が行われたほか、景品の当たる富くじを求め長蛇の列がで
きるなど約400人が参拝に訪れました。
　福豆まきでは、県宝の三重塔の壇上に年男年女や来賓、大
町レディースなどが登場。参拝者は手を伸ばし、福豆や菓子、
みかんなどの縁起物を取り合っていました。
　家族と参拝に訪れた中里之宏さん（八坂・明野）は「家族が楽
しく平穏で暮らせるよう参拝に来た」と話しました。

主な内容
❷　特集　奥原希望さんに大町市初の特別栄誉賞
❹　北川景子さんなど　市内各地でドラマロケ
❺　松本山雅ＦＣ　目指せＪ１昇格！
❻　Ｈ28きらり輝く協働のまちづくり事業募集
❼　より便利に使いやすく　市民バス「ふれあい号」
❽　軽自動車税の税額を変更します
�　第３次大町市中心市街地活性化基本計画
�　生涯学習
�　情報ステーション
�　くらしの案内板
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特別栄誉賞の記念の盾を手に、スーパー
シリーズファイナルズ、ヨネックスオー
プンジャパン、全日本総合選手権の３つ
の金メダルを首から下げ、オリンピック
のメダル獲得にも意欲を見せた奥原さん
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市役所前に市民や奥原希望さんを応援する会
など約250人が詰め掛け奥原さんを歓迎

　国際大会で世界一になるなどの功績をたたえ、１月25
日、バドミントン女子シングルス日本代表の奥原希

の ぞ み

望さん
（日本ユニシス・仁科台中出）に、市で初めてとなる「大町
市特別栄誉賞」を贈呈しました。
　奥原さんは、昨年12月に全日本総合選手権大会（東京）
で４年ぶり２度目の優勝を飾り、続いて年間成績８位以上
が出場できるスーパーシリーズファイナルズ2015（アラ
ブ首長国連邦・ドバイ）に出場し、世界ランキング１位の
選手やロンドン五輪銀メダリストなどを破り女子シング
ルス日本人初となる優勝を遂げました。
　この日、市役所前には市民や奥原さんを応援する会の会
員など約250人が集まり、到着した奥原さんを歓迎しまし
た。表彰式では牛越市長から特別栄誉賞と記念の盾が贈ら
れました。奥原さんは「ことしも自分らしく楽しくプレー
する気持ちを忘れずトップを目指したい。地元の人達の応
援が本当にうれしい。オリンピックでメダルを取って報告
できるよう頑張りたい」と話しました。
　その後、母校の仁科台中学校を訪れ、後輩に向けて講演
を行い「自分を信じ切ること、そのために練習や準備を行
い、自信を持つことが大切」と話しました。講演後、生徒
会長の内藤光佑くん（２年）は「奥原さんの人事を尽くして
天命を待つという言葉に感動した。自分たちも勉強や部活
で頑張りたい」と先輩のエールに応えていました。

………………  奥原希望さんの主な成績 ………………
国内大会
年 大会名 種目 成績

2011 全国高校総体 女子シングルス 優勝
2011 全日本総合選手権 女子シングルス 優勝
2012 日本ランキングサーキット大会 女子シングルス 優勝
2012 全国高校総体 女子シングルス 優勝
2012 全日本総合選手権 女子シングルス ３位
2015 全日本総合選手権 女子シングルス 優勝

国際大会
年 大会名 種目 成績

2010 アジアユースジャパン 女子シングルス 優勝
2011 オーストリアインターナショナルチャレンジ 女子シングルス 優勝
2011 世界ジュニア選手権 女子シングルス ３位
2012 アジアユースU19選手権 女子シングルス 準優勝
2012 カナダオープン（GP） 女子シングルス 優勝
2012 世界ジュニア選手権 女子シングルス 優勝
2014 香港オープン（SS） 女子シングルス 準優勝
2015 世界国別対抗選手権（スディルマン杯） 団体 準優勝
2015 ヨネックスオープンジャパン（SS） 女子シングルス 優勝
2015 スーパーシリーズファイナルズ（SS） 女子シングルス 優勝
GP…グランプリ　SS…スーパーシリーズ

表彰式では特別栄誉賞の賞状と記念のガラス
製盾が牛越市長から贈られた

おおまぴょんのオリジナルポロシャツやグッ
ズなどもプレゼントされ喜ぶ奥原さん

母校仁科台中学校では全校生徒404人を前に
自分の経験や後輩たちへのメッセージを講演

全校生徒による応援や寄せ書きがされた応援旗な
どが贈られ、校歌斉唱では一緒に口ずさむ場面も



広報おおまち　2016.3 4

テレビ朝日系　松本清張ドラマスペシャル

黒い樹海
３月13日（日）　午後９時〜11時10分

テレビ朝日系（abn 長野朝日放送）にて放送

　時代を超えて読み継がれる国民的作家「松本清張」。
1960年に刊行された長編小説『黒い樹海』は数ある清張作
品の中でも「旅情ミステリーの傑作」と評され、過去、映
画を含め５回に渡って映像化されています。
 その不朽の名作『黒い樹海』に、清張作品初挑戦で、話題
の結婚後初ドラマとなる北川景子さんが主演しました。
　物語は、たった一人の身内である姉を不慮の事故で亡
くした北川さん演じる祥子は、その死に疑惑を抱き真相
を探りはじめると、事件の鍵を握る人物が次々と不審な
死を―。すべてが闇に包まれ、まるで出口のない“黒い樹
海”の中でさまよい、誰が敵で誰が味方か分からない恐怖。
孤独な調査を進めた彼女がたどり着く、あまりにも衝撃
的な結末とは…!?
　原作のサスペンスフルな魅力はそのままに、設定を現
代に置き換え、よりスリリングなストーリーに脚色。共
演は、向井理さんや沢村一樹さん、小池栄子さんなど魅
力的な俳優がそろいました。

一面銀世界の大町で
俳優の皆さんが熱演

　ドラマ撮影は東京のほか、旅情ミステ
リーとして大町のロケーションを生かし
市内各地で行われました。大町ロケが始
まるタイミングで今シーズン初の大雪と
なり一面の銀世界に。撮影は、時折激し
く降る雪の中、俳優の皆さんが熱演を見
せ、スタッフとともに作品に情熱を傾け
ていました。
　晴れ間に見えた美しい景色に感激した
という北川さんは「おそばなど長野名物の
食べ物が楽しみ」、向井さんは「おいしく
て喉にもいい馬刺しを食べたい」、沢村さ
んは「温泉があってよかった！　早く宿に
帰ってお湯につかりたい」と大町での楽し
みを話してくれました。
　この撮影では、市民のエキストラ出演
や撮影場所の提供などさまざまなご協力
をいただき、ドラマを通して大町の魅力
を発信することができました。
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　サッカーＪ２リーグは２月28日に開幕し、22チーム
が11月20日の最終戦まで42試合を戦います。松本山
雅ＦＣは昨シーズン、Ｊ１リーグで年間16位となり惜し
くも降格。今シーズンはＪ２リーグで上位チームに入り、
Ｊ１昇格を目指します。
　ＪＲ松本駅前にあった喫茶店名が由来の松本山雅
ＦＣは、地元の熱意で成長してきた「地域クラブ」です。
昨年、ホームタウンになった大町市では、トレーニン
グマッチや小学生サッカー教室など地域に根差した活
動が開かれ、スポーツ振興の貢献につながっています。
また、Ｊリーグの試合会場での観光ＰＲやホームタウン
デーなどで、地元や全国各地から訪れるサポーターに
大町市の魅力を発信しています。
　市はことしも松本山雅ＦＣとさまざまな取り組みを行
い、地域の活性化につなげていきます。市民の皆さん、
松本山雅ＦＣを応援し、盛り上げていきましょう。

松本山雅ＦＣホーム試合スケジュール（前期）

▽ジェフユナイテッド千葉 ３月20日（日） 午後２時

▽レノファ山口ＦＣ ３月26日（土） 午後１時

▽徳島ヴォルティス ４月 ９ 日（土） 午後３時

▽ザスパクサツ群馬 ４月23日（土） 午後６時30分

▽セレッソ大阪 ５月 ３ 日（火） 午後１時

▽カマタマーレ讃岐 ５月15日（日） 午後１時

▽ＦＣ町田ゼルビア ５月22日（日） 午後１時

▽ギラヴァンツ北九州 ６月 ４ 日（土） 午後３時

▽北海道コンサドーレ札幌 ６月 ８ 日（水） 午後７時

▽モンテディオ山形 ６月19日（日） 午後６時

　会場はいずれも松本平広域公園総合球技場「アル
ウィン」。詳細やアウェイ戦については松本山雅ＦＣホー
ムページでご確認ください。

▲新体制発表会で
反町監督は「昨年の
悔しさを胸に奮起
し、Ｊ１への切符
をつかみたい」と意
気込みを語った

１月24日まつもと市民芸術館で開かれた新体制発表会　ことしのスローガンは「Ｏｎｅ Ｓｏｕｌ  新・起動」

▲昨年９月の「ホー
ムタウンデー」で
はおおまぴょんな
どが多くのサポー
ターに大町市をア
ピール

▲

御殿場キャンプ、
清水キャンプと選
手たちはシーズン
に向け精力的に調
整

▲

「山雅後援会大
町支部」は今シー
ズンも力強く応
援！

©松本山雅FC

地域おこし協力隊撮影

©松本山雅FC

©松本山雅FC

松本山雅FC
目指せＪ１昇格！

松本山雅
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平成28年度

申し込み受け付け　３月16日（水）～31日（木）
　市では、「きらり輝く協働のまちづくり事業」助成金の申し込み受け付けを開始します。
市民の皆さんの熱い思いを、この助成金を活用して実現してみませんか。

■問い合わせ　庶務課市民活動サポートセンター　℡ 市 内線８３０・８３１

きらり輝く協働のまちづくり事業募集
～皆さんの「やる気」と「熱意」支援します～

対象事業・助成額など

※地域創生活動は今回新たに設ける活動です。地域づくり活動で３年間補助を受けた団体も申請することができます。

…………………… 市が目指すまちづくりテーマ …………………… 

申し込み
　申請書に必要事項を記入の上、直接、市民活動サポートセンターへ。募集要領および申請書は、市民活動サポー
トセンターにあります。市ホームページからも入手できます（「大町市　きらり輝く協働のまちづくり助成金」で検索）。
申請内容や申請書の書き方など、ご不明な点はご相談ください。
※夜間、休日の相談を希望する場合は事前にご連絡ください。

申し込み後のスケジュール	 	 	 	 	
■公開審査会　４月23日（土）にサン・アルプス大町で、公開プレゼンテーションを行います。市民代表の審査員

が、助成団体と助成額を決定します。

■中 間 調 査　「花づくり活動事業」「地域づくり、地域創生事業」は、活動期間中に審査員が事業の進捗状況を調
査します。

■最終報告会　29年３月に、市民の皆さんに向け、１年間の活動を発表していただきます。
※「花づくり活動事業」は、公開審査会、最終報告会は行いません。

■その他

▽きらり輝く協働のまちづくり事業の実施は、市議会３月定例会で28年度予算が認められ正式決定になります。

▽きらり輝く協働のまちづくり事業は、29年度から始まる市の第５次総合計画に合わせて見直す予定です。

地域づくり活動のまちづくりテーマ
1より身近な市政のまちづくりに関する事業
2活力あふれる豊かなまちづくりに関する事業
3安心・安全なまちづくりに関する事業
4快適な生活基盤のあるまちづくりに関する事業
5潤いのあるまちづくりに関する事業
6人を育むまちづくりに関する事業

地域創生活動のまちづくりテーマ
1安定した雇用の場の確保と新規起業を支援する事業
2大町らしさを活かして新しい人の流れをつくる事業
3若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる事業
4安心安全な暮らしと時代に合った地域をつくる事業

対象事業 助成限度額 助成率 助成期間

花づくり活動事業
多くの市民の参加と協働による花づくり活動

20万円

10分の10
以内

最長10年間

伝統文化の継承事業
地域の伝統文化を保存し次世代に継承するための活動

30万円 1年間

地域づくり、
地域創生事業
市の第４次総合計画、地
方創生総合戦略が目指す
まちづくりテーマに沿っ
た公益的な活動

地域づくり活動
地域づくり活動のまちづくりテーマに沿った活動

150万円

最長3年間
地域創生活動
地域創生活動のまちづくりテーマに沿った活動

50万円
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ポ イ ン ト

ポ イ ン ト

ポ イ ン ト

　市民バス「ふれあい号」は４月１日に運行ルートや時刻などを改正します。
今回の改正では、通学や買い物などの利便性を高め、より多くの皆さんに
利用していただけるよう大幅な見直しを行いました。
　より便利で使いやすくなる市民バス「ふれあい号」をぜひご利用ください。

■問い合わせ　情報交通課交通政策係　℡ 市 内線８５３

４月１日〜 より便利に使いやすく
市民バス「ふれあい号」

　　　　　　　通学や買い物などでより便利に

▽４月に開校する「大町岳陽高校」の通学に利用できるコースを増加

▽４月にオープン予定の「フレスポ大町」にバス停を設置

▽コース間の乗り継ぎができる範囲を拡大

　　　　　　　中学生・高校生が運賃 100 円に

▽通常運賃を小学生以下 100円から高校生以下 100円に拡充

　　　　　　　それぞれのコースもより利用しやすく
平地区

▽従来の青木コース、木崎コース、源汲コース、高瀬入コースを組
み替え、青木コース、源汲コース、高瀬入コースの３路線に
※乗り継ぎの拡充により上原の湯デマンド運行は廃止します。

常盤地区

▽従来の清水コース、西山コースを１路線に

▽一部を循環線と社コースに組み入れて運行

社地区

▽地区内の市道を往復し、コースを信濃常盤駅まで延長してＪＲ大
糸線との接続が可能に

大町地区

▽循環線の北コースは、俵町の一部や大原団地などへ運行範囲を拡大

▽循環線の南コースは、常盤地区の北部や社地区の常光寺などへ運行範囲を拡大

A

ふれあい号

ふれあい号

大町市民バス

大 町 市
大 町 市

平成28 年4月1日 改正

28平成 年度版

ふ れ あ い 号
時刻表

４月から運行ルートや時刻が変わります

詳しくは広報おおまち３
月号と一緒に配布した

「市民バス『ふれあい号』
時刻表」をご覧ください
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　国が行った税制改正において、軽自動車と小型の普通自動車との税負担の格差を見直し、
グリーン化を進めるなどの観点から、軽自動車税の標準税率の引き上げ等が行われました。
　この改正を受け、市では平成28年度から軽自動車の税額を変更します。

■問い合わせ　税務課税務係　℡ 市 内線４４３・４４４

原動機付自転車・二輪車・小型特殊自動車
車種区分 年税額

原動機付自転車

50cc以下 2,000円
50cc超～90cc以下 2,000円
90cc超～125cc以下 2,400円
ミニカー 3,700円

軽二輪　125cc超～250cc以下 3,600円
雪上車 3,600円

小型特殊自動車
農耕作業用のもの 2,400円
その他 5,900円

二輪の小型自動車　250cc超 6,000円

三輪以上の軽自動車
平成27年３月31日以前に登録された車両

　27年3月31日以前に登録※１された車両は、現行税率が適用されます。賦課期日（４月１日）に、登録※１から
13年を経過した車両は、改正後の標準税額のおおむね20％上乗せした税額（重課）が適用されます。
※１　登録とは、最初の新規検査（新車）を受けた日です。自動車検査証の「初度検査年月」でご確認ください。

車種区分
年税額

現行税額 初度検査から13年
経過した車両

四輪以上
自家用

乗用 7,200円 12,900円
貨物用 4,000円 6,000円

営業用
乗用 5,500円 8,200円
貨物用 3,000円 4,500円

三輪 3,100円 4,600円

平成27年４月１日以降に登録された車両
　27年４月１日以降に新車登録した車両は、改正後の標準税額が適用されます。ただし、27年４月１日から
28年３月31日までに新車登録した車両で、環境性能等の条件を満たす車両は、28年度の課税に限り、グリー
ン化特例（軽課）が適用されます。

車種区分

年税額

標準税額
グリーン化特例　※取得の翌年度分に限る

おおむね75％
軽減（ア）

おおむね50％
軽減（イ）

おおむね25％
軽減（ウ）

四輪以上
自家用

乗用 10,800円 2,700円 5,400円 8,100円
貨物用 5,000円 1,300円 2,500円 3,800円

営業用
乗用 6,900円 1,800円 3,500円 5,200円
貨物用 3,800円 1,000円 1,900円 2,900円

三輪 3,900円 1,000円 2,000円 3,000円

（ア）電気自動車・天然ガス軽自動車（平成21年排出ガス基準10％低減）
（イ）乗　用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成32年度燃費基準＋20％達成車
　　貨物用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成27年度燃費基準＋35％達成車

（ウ）乗　用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成32年度燃費基準達成車
　　貨物用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成27年度燃費基準＋15％達成車
※（イ）、（ウ）については、内燃機関の燃料が揮発油（ガソリン）の軽自動車に限ります。
※各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。

軽自動車の税額を変更します
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重柳

　軽自動車税は、毎年４月１日現在の車両の所有者に課税します。廃車の手続きが済んでいない場合は、
お早めに手続きを行ってください。

■問い合わせ　税務課税務係　℡ 市 内線４４３・４４４

次のような場合には、早めに手続きを!!

▽転居等により、軽自動車・バイク等の定置場
を変更した場合

▽軽自動車・バイク等を廃車した場合

▽他人に譲渡して軽自動車・バイク等の所有権
が移転した場合

＊手続きの場所は、車両の種類によって異なり
ますので、ご注意ください。

　県は、地域高規格道路「松本糸魚川連絡道路」の
計画案を発表しました。
　今回の発表は、起点となる長野自動車道「安曇野
北ＩＣ（仮称）」から大町市街地南の常盤下一地区ま
での約18㎞です。
　この整備により、大町市街地から高速道路まで
の所要時間が30分以内となり、観光面のアクセス
向上や救急搬送の時間短縮、交通渋滞の緩和、物
流の利便性向上などが期待されます。

主な整備方針

▽原則２車線の一般道路で、設計速度は時速60㎞

▽長野自動車道安曇野ＩＣ（安曇野市）から北側に
約３㎞の地点に安曇野北ＩＣ（仮称）を新設し、高瀬
川右岸道路に接続するまでの約６㎞の道路を新設

▽高瀬川右岸道路を部分的に改良して活用（上りと
下りに２カ所ずつ追い越し車線を設置、高瀬橋西交
差点を立体交差化）

計画案への意見募集
　県では、計画案への意見を３月31日まで募集して
います。提出方法など詳しくは、県ホームページ（「長
野県　松本糸魚川連絡道路」で検索）をご覧ください。
　計画案の閲覧および意見の提出は、大町建設事
務所整備課または市役所建設課へ。

■問い合わせ

▽大町建設事務所整備課計画調査係
　℡２２ ― ５１１１　内線２４２４

▽建設課管理係　℡ 市 内線６７１

車両車種 手続きの場所 手続きに必要なもの

▽原動機付自動車
（125cc以下のバイク等）

▽小型特殊自動車
（農耕作業用等）

市役所
税務課税務係

▽ナンバープレート

▽印鑑

▽標識交付証明

▽身分証明書（免許証等）

▽軽自動車
（四輪乗用・貨物用等）

▽125cc超のバイク

▽軽自動車検査
協会長野事務所
松本支所
℡050-3816-1855
松本市平田東
２−1−11

▽ナンバープレート

▽印鑑（所有者および使用者）

▽自動車検査証

▽手数料
名義変更の場合

▽新所有者の住民票と印鑑
＊手続きの内容により、必要な書類等が
異なりますので、左記にご確認ください。

県が高瀬川右岸道路を活用する計画案を発表
地域高規格道路

「松本糸魚川連絡道路」

軽自動車・バイク等の廃車手続きはお済みですか
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　市では、中心市街地の活性化や再生に向けた取り組みを、市民や商業者、関係機関、行政な
どによる協働で進めることを目指し、平成27年４月から32年３月を計画期間とする「第３次大
町市中心市街地活性化基本計画」を策定しました。
　その後、東洋紡㈱大町工場跡地へ新たな商業施設の立地が決まり、施設を訪れる大勢の人を
中心市街地の活性化に結びつけるための対策を中心市街地活性化基本計画策定委員会が検討し、
その報告内容を計画に追加しました。
　28年度からは追加を含めた計画に基づき、取り組みをさらに進めていきます。計画の詳しい
内容は市ホームページに掲載していますのでご覧ください。

■問い合わせ　商工労政課商業労政係　℡ 市 内線５４２

中心市街地活性化に向けた現状と課題
課題

▽定住人口減少　 ▽少子高齢化　 ▽未利用地の増加と商業機能低下　 ▽商店街の魅力低下と来街者減少

▽地価の下落　 ▽事業主の高齢化・後継者不足　 ▽空き店舗増加　 ▽都市基盤・都市福利施設不足　　

第２次計画の総括と評価

▽継続事業の見直し　 ▽新規事業の厳選　 ▽戦略的活性化対策のための事業構成の見直し

▽協働による取り組みのための役割分担の明確化

中心市街地活性化における戦略

▽「大町らしさ」である自然的資源、歴史的資源などを最大限に活用し、みんなが「できることから始める」
「できることはすぐに取り組む」という意識を持ち、協働の力により小さなまちづくり活動に取り組む。そ
れを成功させ、さらに次のまちづくり活動に取り組むことで着実に目標を達成する。

▽多様な主体の参加と横断的な連携を促す「大町まちづくり協議会」との連携を図り、事業に取り組むとと
もに、計画期間中、定期的なフォローアップを実施し、持続可能で総合的・一体的な活性化対策に取り組む。

基本方針

▽人づくりの推進

▽地域文化・地域コミュニティの振興

▽地域資源の活用と情報発信

▽商店・商店街の個性の創出

▽安心・安全で、利便性の高い、快適な住環境づくり

大町市中心市街地活性化基本計画

みんなで創る　大町まちなか再生物語
賑わいとぬくもりあふれる　まちづくり

第
２
章

第３次
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目　　標

目標①　訪れたくなる　まち
　積極的な情報発信、中心市街地固有の歴史的・文化的・自然的資源と、整備された都市基盤や集積さ
れた都市機能等の有効活用により、市民と観光客などの来街者の利便性を向上させ「訪れたくなる　まち」
を目指します。

目標②　買物したくなる　まち

　中心市街地の商業者主体で大型店との差別化を図る個性ある個店・商店街づくりを進め、商店や商店
街同士の連携や、観光施設、各種イベントなどとの連携により、お客様を気持ちよく迎えるための「おも
てなしの心」を醸成し、お客様の要望を満たし、街を訪れる多くの人たちが、買物や食事をする「買物した
くなる　まち」を目指します。

目標③　住みたくなる　まち

　都市機能が集積し、全ての人にやさしいまちづくりを進め、快適で安全・安心に暮らすことのできる住
環境づくりが重要です。また、地域文化や地域コミュニティの振興を通じ、地域への愛着が感じられる
潤いのあるまちづくりを進め、まちなか居住の支援を行い、多くの人が住みたくなり、住み続けたくなる
ような「住みたくなる　まち」を目指します。

目標を達成するための施策・事業

まちなか再生全般に関する　施策・事業…
１．まちなか情報発信
２．「（仮称）もてなしの心あふれるまちづくり」
３．地域文化を活かしたまちなか再生
４．大町ブランド活用
５．おおまち食文化活用
６．「商人塾」「おぉ！まちゼミな～る」等研修会、

研究会、イベントの開催

目標①に関する　施策・事業………………
１．バス停留検討
２．まちなか案内板・案内サイン工夫
３．まちなか誘導（追加項目）
４．市営駐車場利便性向上（追加項目）
５．「（仮称）まちの明かりプロジェクト」開催

６．商店や町屋を活用した「まちなかギャラリー」
の活用

７．まちなかスタンプラリー開催
８．既存まちなかイベントグレードアップ
９．新規まちなかイベント創造

目標②に関する　施策・事業………………
１．買い物支援
２．空き店舗活用
３．ワンコイン・サービス・セール開催
４．(仮称)大町らしさを活かした一店逸品運動推進

目標③に関する　施策・事業………………
１．まちなかユニバーサルデザイン
２．定住促進

28年度の取り組み（予定）

▽東洋紡㈱跡地に４月オープン予定の商業施設「フレ
スポ大町」に市民バスふれあい号のバス停の設置

▽「フレスポ大町」に中心市街地の催しやイベントを
知らせる「まちなか案内板」の設置

▽「フレスポ大町」に訪れた人を中心市街地に誘導す
る看板の設置



広報おおまち　2016.3 12

■
期
日
　
４
～
10
月
の
隔
週
土
曜
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全
14
回
　
※
雨
天
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日

■
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９
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※
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８
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～

■
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子
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ど
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）
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人
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、
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ベ
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ン
ソ
ウ
、
長
ネ
ギ
、
枝
豆
、
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マ
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マ
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、
ナ
ス
、
キ
ュ
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リ
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大
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野
沢
菜
な
ど

■
学
べ
る
野
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づ
く
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「
ポ
イ

ン
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床
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追
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づ
く
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食
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ぼ
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の
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菜
づ
く
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室
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立
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ど
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村
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み
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さ
ん（
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新
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０
０
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※
材
料
費
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ど
の
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り
追
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徴
収
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る
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が
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す
。

■
持
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軍
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、
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、
く
わ
、
は
さ
み
、
草

か
き
　
農
作
業
が
で
き
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服
装
で
ご
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加
く
だ
さ
い
。

■
そ
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▽
収
獲
し
た
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ち
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す
。

▽
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者
み
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収
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開
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す
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日
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や
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や
収
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す
。
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付
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き
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穫
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を
、
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員
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下
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に
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す
。
全
く
野
菜
を
作
っ
た
事
が
な
い
初
心
者
は
も
ち
ろ
ん
、
自
己
流
で
栽
培
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者
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ん
も
、
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の
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で
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菜
作
り
の
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人
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指
し
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し
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う
！

■
問
い
合
わ
せ
　
農
林
水
産
課
農
業
振
興
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℡
市
内
線
６
３
５
・
６
３
６

　
土
に
親
し
み
、
農
業
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
農
地
の

貸
し
出
し
を
行
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す
。
市
民

の
皆
さ
ん
な
ら
ど
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で
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き
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す
。
野
菜
作
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を
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じ
て「
農
」の
醍
醐
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を
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験
し

ま
せ
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か
。

■
場
所
　
た
か
ね
市
民
農
園
北

エ
リ
ア
（
市
役
所
か
ら
西
に
８

０
０
ｍ
、
観
音
橋
手
前
）

■
募
集
区
画
数
　
20
区
画

■
１
区
画
面
積
　
40
～
60
㎡

■
利
用
期
間
　
４
～
12
月
末 

■
利
用
料
　
１
㎡
当
た
り
80
円

■
申
し
込
み
　
農
林
水
産
課
農

業
振
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係
に
あ
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
、

農
林
水
産
課
農
業
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係
へ
。

先
着
順
で
す
。

■
そ
の
他
　
ご
自
身
で
耕
作
管

理
が
必
要
で
す
。
冬
越
し
野
菜

や
花
木
の
栽
培
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

℡
市
内
線
６
３
５
・
６
３
６

平成28年度

募集

募集

今回募集する市民農園

市役所

観音橋

南
原
簡
易
郵
便
局

大町
高校

仁科台
中学校

はなのき
保育園

た
か
ね
市
民
農
園

利
用
者
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　狂犬病予防法により、生後90日を超えた犬は、生涯で１回の登録と狂犬病の
予防注射を年１回（６月30日までに）受けることが義務付けられています。４月
14日（木）から集合注射を実施しますので、お近くの会場で受けてください。
　また、犬の死亡や飼い主の転居時には、登録変更の手続きをしてください。

■問い合わせ　生活環境課環境衛生係　℡ 市 内線４６１・４６２

■費用

▽登録が済んでいる場合　3,500円（注射料金2,950円、注射票交付手数料550円）

▽新規登録の場合　6,500円（登録手数料3,000円、注射料金2,950円、注射票交付手数料550円）
※獣医科医の訪問注射の場合　上記の費用に加えて、１戸2,000円の訪問料が必要です。
■手続き　登録済みの飼い主には、３月下旬にはがきを送付します。はがきと料金を持参の上、お近くの会場に
お越しください。はがきを持参しないと、手続きに時間がかかる場合があります。必ず持参してください。
■その他

▽第２次は、５月12日（木）に大町・平・常盤・社地区、５月13日（金）に八坂・美麻地区で実施。第３次は、６月５日（日）
に実施。会場と時間は「広報おおまち４月号」でお知らせします。

▽訪問注射を希望する場合は、電話または直接、生活環境課環境衛生係または動物病院にご相談ください。

■ 4月14日（木）

平地区 時間
ＪＲ簗場駅前 8:55～ 9:10
海の口公民館 9:20～ 9:35
稲尾公民館 9:40～ 9:50
平公民館東駐車場 9:55～10:20
借馬公民館 10:30～11:00
二ツ屋
生活改善センター 11:10～11:30

ＪＡ大北
野口出張所跡地 13:00～13:20

大出集会所 13:30～13:45
北条屋敷
(岩魚郷入口) 13:50～13:55

温泉郷
旧きねや前 14:00～14:10

源汲公民館 14:20～14:30

■ 4月15日（金）

常盤地区 時間
泉公民館 9:00～ 9:30
下一木中
生活改善センター 9:40～10:00

清水公民館 10:10～10:40
西山公民館 10:50～11:10
ＪＡ大北
沓掛出張所跡地 11:20～11:40

常盤公民館 13:00～13:30
須沼公民館 13:40～14:00
一本木神社広場 14:10～14:40

■ 4月19日（火）

社・大町地区 時間
青島公園駐車場 8:45～ 8:55
宮本公民館 9:05～ 9:25
閏田公民館 9:35～ 9:45
山下集落センター 9:55～10:00
館ノ内公民館 10:05～10:20
松崎公民館 10:30～10:50
旭町　㈲ササキ前
駐車場 11:00～11:10

神栄町公民館 11:20～11:40
アルプス囲碁村会館

（旧社会会館跡地） 13:00～13:10

白塩町公民館 13:15～13:30
文化会館駐車場 13:35～14:00

■ 4月20日（水）

大町地区 時間
高根町公民館 8:55～ 9:15
昭電グラウンド駐車場 9:25～ 9:45
ＪＲ信濃大町駅前
市営駐車場（駅北側） 9:55～10:05

大黒町公民館 10:15～10:30
俵町公民館 10:40～11:00
中原町公民館 11:10～11:30
大原団地集会所 13:00～13:15
宮田町公民館 13:20～13:30
北原町公民館 13:40～14:00
北アルプス広域
消防本部東側 14:10～14:30

狂犬病予防集合注射の日程（第１次）
■ 4月25日（月）

美麻地区 時間
もくじき荘 9:15～ 9:20
大塩大黒様 9:25～ 9:40
二重宮下バス停 9:45～ 9:55
湯の海集会所前 10:00～10:10
新行公民館 10:20～10:30
池の平バス停 10:35～10:40
千見高齢者センター 10:55～11:05
ぽかぽかランド美遊 11:15～11:25
米山バス停 13:00～13:05
塩ノ川バス停 13:10～13:15
川手集会所 13:25～13:30
藤集会所 13:45～13:55
大町市美麻支所 14:05～14:25

■ 4月26日（火）

八坂地区 時間
相川集荷所前 9:00～ 9:05
明野バス停 9:15～ 9:20
健康管理センター 9:25～ 9:35
切久保公民館 9:45～ 9:55
矢下バス停 10:10～10:15
旧農協前 10:20～10:25
八坂中学校横 10:30～10:35
小菅バス停 10:45～10:50
笹尾下集積所前 11:00～11:05
石原バス停 11:20～11:25
十石バス停 11:30～11:35
野平公民館 13:00～13:10
野平北集会所 13:15～13:25
赤土バス停 13:30～13:40
こくや商店前 13:45～13:50

第１次犬の登録・狂犬病の予防注射
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３
月
１
～
７
日
は
「
春
の
全

国
火
災
予
防
運
動
」で
す
。

　
春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
知

る
こ
と
や
消
防
訓
練
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
火
災
予
防
の
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

▽
住
宅
用
火
災
報
知
器
を
設
置

す
る

▽
カ
ー
テ
ン
や
寝
具
、
衣
類
な

ど
を
防
炎
品
に
す
る

▽
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る

▽
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る

住
民
参
加
型
消
防
訓
練
に
参
加
を

　
大
町
消
防
署
と
大
町
市
消
防

団
で
は
、
住
民
参
加
型
の
消
防

訓
練
を
美
麻
地
区
で
行
い
ま
す
。

訓
練
で
は
、
消
火
、
救
出
、
救

命
、
救
護
、
避
難
方
法
な
ど
を

班
別
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
で

体
験
し
ま
す
。
申
し
込
み
不
要

で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
３
月
６
日（
日
）　
午

前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
会
場
　
大
町
市
美
麻
支
所

■
そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

消
防
防
災
課
消
防
防
災
係

℡
市
内
線
５
１
６

３
月
１
～
７
日

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

仁科神明宮 古式作始めの神事
３月15日火

　古式作始めの神事は、国宝・仁科神明宮で１年の作
物の豊凶を占うもので、伊勢神宮の祈

としごいの

年祭
まつり

に習い行っ
ています。
　地元の神楽員が、白装束の上

じょうい

衣、袴
はかま

、足袋で田
た う ど

人の
役を務め、稲作りを模倣します。鍬初めから苗代づく
り、種まき、鳥追いまでを神楽殿内の１坪に仕切った
中で行い奉納され、種もみが入った桶を宮司が台に打
ち付けその年の稲の作柄を見る占いを行います。
　永禄９（1566）年から400年以上、古式に乗っ取り
行われ、県の無形民俗文化財に指定されています。こ
の神事を目当てに、県外などからも参拝者が訪れます。

■日時　３月15日（火）　午後１時
■会場　仁科神明宮　神楽殿
■問い合わせ

▽文化財センター　℡・有線２３－４７６０

▽仁科神明宮社務所　℡・有線６２－９１６８

「
無
防
備
な

　

  

心
に
火
災
が

　
　

  

か
く
れ
ん
ぼ
」
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大町市の企業紹介�
ー地域を支える地方企業ー

　
当
組
合
は
、
建
設
業
で
働
く
職
人
が

お
互
い
に
助
け
合
い
、
生
活
向
上
と
安

心
し
て
働
け
る
社
会
の
実
現
を
目
的
に

昭
和
33
年
に
結
成
し
ま
し
た
。
現
在
設

立
57
年
を
迎
え
、
大
北
地
域
の
建
設
職

人
５
３
０
人
が
組
合
員
と
し
て
在
籍

し
、
大
町
市
内
で
は
３
０
０
人
余
り
が

在
籍
し
て
い
ま
す
。

　
昨
今
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社

会
情
勢
の
中
、
組
合
員
や
ご
家
族
の
生

活
を
守
る
た
め
、
各
種
保
険
の
事
務
手

続
き
や
税
金
対
策
、
あ
っ
せ
ん
事
業
な

ど
、
組
合
員
を
支
援
す
る
活
動
に
日
々

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
組
合
で
は
、
日
頃
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の

皆
さ
ま
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
組
合
員
の
仕
事
や

技
能
を
理
解
し
て
も
ら
う

日
と
し
て
、
昭
和
53
年
か

ら
毎
年
６
月
25
日
前
後
の

日
曜
日
を「
住
宅
デ
ー
」と

し
て
、
独
居
老
人
宅
の
補

修
や
住
宅
な
ん
で
も
相
談

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
例
年
、
市
民
ふ
れ
あ

い
広
場
へ
も
参
加
し
、
包

丁
研
磨
サ
ー
ビ
ス
や
工
作

広
場
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
に
地
元
の
建
設
職
人

の
存
在
を
知
っ
て
い
た
だ
き
「
信
頼
・

安
心
・
責
任
施
工
で
顔
の
見
え
る
建
設

職
人
」
を
目
指
し
組
合
員
一
同
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
の
こ
と
な
ら
�

リ
ス
の
マ
ー
ク
�
の
組
合
員
へ
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
地
元
の
建
設
業
に
従
事
し
て

い
る
皆
さ
ん
、
組
合
の
仲
間
に
な
り
ま

せ
ん
か
？
　
建
設
業
に
従
事
し
て
い
る

人
な
ら
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　「広報おおまち」では、市内の企業を紹介しています。内容は企業から提出い
ただいた原稿を基に掲載しています。掲載を希望する企業は、産業立地戦略室

（℡ 市 内線541）までご連絡ください。

大
北
建
設
労
働
組
合

建
設
業
に
働
く
仲
間
の
組
合

■所 在 地：大町市大町467（三日町）℡22－1778
■代 表 者：組合長　丸山更
■事 業 内 容：長野県建設国民健康保険事務、労働保
険事務、各種共済制度取り扱い、組合員支援サービス、
住宅施工センター（住宅相談、業者紹介、登録組合員
による施工など）

　
い
よ
い
よ
３
月
、
春
の
訪
れ
と
と

も
に
新
し
い
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
一
番

に
掲
げ
る「
安
定
し
た
雇
用
の
場
の

確
保
と
新
た
な
起
業
の
支
援
」の
実

現
の
た
め
、
先
月
中
旬
、
大
町
市
創

業
支
援
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
経
済
団
体
、
銀
行
な
ど
の
金
融

機
関
と
行
政
が
連
携
し
て
、
起
業
を

目
指
す
熱
い
思
い
を
持
っ
た
皆
さ
ん

を
応
援
す
る
も
の
で
、
専
門
家
に
よ

る
相
談
支
援
窓
口
を
市
役
所
に
開

設
す
る
の
を
は
じ
め
、
販
路
開
拓
や

資
金
確
保
な
ど
を
学
ぶ「
創
業
応
援

塾
」を
開
催
し
ま
す
。
今
月
12
日
に

は「
創
業
セ
ミ
ナ
ー
」が
商
工
会
議
所

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
会
長
に
は
、
事
務
局
を
置
く
商
工

会
議
所
の
坂
中
会
頭
に
就
任
い
た
だ

き
、
支
援
態
勢
が
整
い
ま
し
た
。
中

心
市
街
地
の
空
き
家
対
策
な
ど
の

課
題
解
決
や
定
住
対
策
の
促
進
に

も
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
芸
術
家
が
旭
町
の
拠
点

施
設
に
滞
在
し
て
制
作
活
動
を

行
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ

ジ
デ
ン
ス「
あ
さ
ひ
Ａ
Ｉ
Ｒ
」が
い

よ
い
よ
始
動
し
、
歓
迎
交
流
会
を

開
き
ま
し
た
。
海
外
を
含
め
52

人
も
の
応
募
者
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
20
～
30
歳
代
の
若
い
３
人
の
作

家
さ
ん
が「
入
居
」し
ま
し
た
。
滞

在
期
間
は
３
月
末
ま
で
の
２
カ
月

ほ
ど
で
す
が
、
市
内
各
地
域
を

回
っ
て
取
材
し
、
大
町
ら
し
さ
を

生
か
し
た
作
品
を
制
作
、
発
表
す

る
こ
と
に
よ
り
、
芸
術
の
も
つ
強

い
情
報
発
信
力
が
発
揮
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
４
月
に
は
大
町
高
校
と
大
町

北
高
校
が
一
つ
に
な
っ
て
大
町
岳

陽
高
校
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
卒

業
式
に
併
せ
両
校
で
行
わ
れ
る
閉

校
式
で
は
、
終
止
符
が
打
た
れ
る

こ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史
と
伝
統
に

思
い
を
は
せ
る
貴
重
な
機
会
と
な

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です

【第79回】
新しい動きが始まる

大町市長　牛越徹
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T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー
　
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
宛
て
に
届
い
た
年
賀
状
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
を
１
月
27
日
、
市
役

所
で
行
い
ま
し
た
。

　
年
賀
状
は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
熊
本

県
ま
で
全
国
各
地
か
ら
届
き
、
市
内
86
通
、

市
以
外
の
県
内
１
２
３
通
、
県
外
１
１
６
通

と
過
去
最
高
の
３
２
５
通
に
お
お
ま
ぴ
ょ
ん

は
大
喜
び
。
ビ
ー
ズ
で
飾
っ
た
も
の
や
手
書

き
の
似
顔
絵
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
も
の
ば

か
り
で
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
で
ま

す
ま
す
順
位
を
上
げ
て
ほ
し
い
」「
こ
と
し
は

お
お
ま
ぴ
ょ
ん
に
会
い
に
行
っ
て
、
黒
部
ダ

ム
カ
レ
ー
を
食
べ
た
い
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、

お
お
ま
ぴ
ょ
ん
の
ぬ

い
ぐ
る
み
と
市
内
ス

キ
ー
場
リ
フ
ト
券
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
Ａ

賞
５
人
を
含
む
25
人

を
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
が

感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
抽
選
し
ま
し
た
。

　
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
は
、

届
い
た
年
賀
状
一
通

一
通
に
心
を
込
め
て

返
事
を
書
い
て
送
っ

た
そ
う
で
す
。

　
カ
ク
ネ
里
雪

渓（
氷
河
）学
術

調
査
団
（
小
坂

共
栄
団
長
）
は

１
月
28
日
、
市

定
例
記
者
会
見

で
学
術
調
査
結

果
を
発
表
し
ま

し
た
。

　
鹿
島
槍
ヶ
岳

の
こ
の
雪
渓
は
、

昭
和
30
年
代
に

氷
河
の
可
能
性

　
ロ
ー
プ
を
使
わ
ず
壁
に
設
け
ら
れ
た
突
起
物

に
手
や
足
を
掛
け
て
登
る
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の
大

会
「
第
２
回
小
学
生
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
大
会
大
町

カ
ッ
プ
」が
１
月
31
日
、県
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
主
催
し
た
県
内
唯

一
の
大
会
は
、
県
内
各
地
は
も
と
よ
り
、
新
潟

県
や
富
山
県
か
ら
昨
年
の
約
２
倍
と
な
る
32
人

が
参
加
。
小
学
３
・
４
年
生
の
Ａ
ク
ラ
ス
と
小

学
５
・
６
年
生
の
Ｂ
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、
決
め

ら
れ
た
六
つ
の
コ
ー
ス
を
登
り
、
ゴ
ー
ル
に
到

が
判
明
し
ま
し
た
が
、
現
地
に
入
る
の
が
困
難

な
た
め
調
査
が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
平
成
23
年
富
山
県
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物

館
の
調
査
に
よ
り
雪
渓
に
厚
さ
40
㍍
以
上
、
長

さ
７
０
０
㍍
の
氷
体
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
氷
河
は
厚
い
氷
体
を
持
ち
、
斜
面
に
沿
っ
て

流
動
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

調
査
団
は
昨
年
９
月
24
日
～
10
月
18
日
に
Ｇ
Ｐ

Ｓ
測
定
器
に
よ
る
調
査
を
行
い
、24
日
間
で
12
～

17
㎝
の
動
き
を
観
測
。
10
月
19
日
に
は
ク
レ
バ

ス
断
面
で
の
氷
体
観
測
で
氷
河
氷
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
、
氷
河
の
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
発

表
し
ま
し
た
。

　
観
測
結
果
は
日
本
雪
氷
学
会
誌
へ
学
術
論
文

と
し
て
提
出
し
、
認
め
ら
れ
れ
ば
富
山
県
以
外

で
は
初
の
氷
河
と
な
り
ま
す
。

達
で
き
た
か
、
何
度
目

の
挑
戦
か
な
ど
で
得
点

を
争
い
ま
し
た
。
競
技

が
始
ま
る
と
選
手
に
家

族
や
友
達
か
ら
大
き
な

声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　
千
曲
市
か
ら
参
加
し

た
小
松
歩あ

ゆ

武む

く
ん
（
４

年
）は「
で
き
な
い
よ
う

な
と
こ
ろ
を
登
れ
た
時

に
と
て
も
楽
し
い
」
と

難
コ
ー
ス
を
登
り
切
り

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

カクネ里雪渓（氷河）学術調査団 提供

過
去
最
高
数
の
年
賀
状
に

お
お
ま
ぴ
ょ
ん
が

感
謝
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選

カ
ク
ネ
里
雪
渓　
氷
河
の
可
能
性
高
ま
る

学
術
調
査
結
果
を
発
表

「
が
ん
ば
！
」声
援
を
背
に

小
学
生
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
大
会
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ときめきマイ・シティー

　
２
月
の
毎
週
土
曜
日
に
大
町
温
泉
郷
で
開
か
れ
る
「
夢

花
火
と
音
の
祭
典
２
０
１
６
」
初
日
の
２
月
６
日
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冬
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
お
お
ま
ち
雪
ま
つ
り
」
の
一
つ
と

し
て
開
か
れ
、
こ
と
し
で
14
回
目
と
な
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
新
た
に
白
馬
村
か
ら
の
外
国
人
観
光
客
を
迎
え
る

シ
ャ
ト
ル
バ
ス「
元
気
号
」と
接
続
し
、
Ｊ
Ｒ
信
濃
大
町
駅

前
か
ら
無
料
バ
ス
を
運
行
し
ま
し
た
。

　
会
場
は
、
願
い
を
書
い
て
火
を
灯
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ

イ
ト
が
輝
き
、
三
九
郎
の
大
き
な
炎
が
集
ま
っ
た
観
客
を

温
め
、
市
民
吹
奏
楽
団
の
演
奏
が
心
地
よ
く
響
き
ま
し
た
。

　
大
町
流
鏑
馬
太
鼓
の
演
奏
が
始
ま
る
と
、
真
冬
の
夜
空

に
次
々
と
花
火
が
打
ち
上
が
り
、
光
と
音
の
競
演
に
訪
れ

た
人
は
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　
家
族
４
人
で
京
都
府
宇
治
市
か
ら
訪
れ
た
小
林
正
和
さ

ん
は
「
毎
年
家
族
で
ス
キ
ー
を
す
る
た
め
に
大
町
を
訪
れ

て
い
る
。寒
い
け
れ
ど
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
帰
り
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
市
と
大
町
商
工
会
議
所
は
２
月
12
日
、
大
町
商
工
会

館
で
大
町
市
創
業
支
援
協
議
会
設
立
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
国
は
平
成
26
年
１
月
に
産
業
競
争
力
強
化
法
を
制
定
。

こ
れ
に
伴
い
市
は
、
27
〜
31
年
ま
で
の
５
年
間
で
起
業
者

20
件
を
目
標
と
す
る
創
業
支
援
事
業
計
画
を
策
定
し
国

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
に
基
づ
き
商
工
会
議
所
や
行
政
、
金
融
機

関
な
ど
で
協
議
会
を
設
立
。
起
業
希
望
者
は
同
協
議
会

が
行
う
創
業
ス
ク
ー
ル
な
ど
を
受
講
し
、
修
了
す
る
と

起
業
す
る
際
の
登
録
免
許
税
軽
減
な
ど
の
支
援
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
今
後
は
市
商
工
労
政
課

に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓

口
の
設
置
や
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
開
催
し
支
援
を
行
い

ま
す
。

　
設
立
総
会
で
は
、
会
長

に
大
町
商
工
会
議
所
の
坂

中
正
男
会
頭
が
選
出
さ
れ

「
自
分
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

会
社
を
立
ち
上
げ
た
が
創

業
の
際
、
金
融
面
な
ど
で

苦
労
し
た
。
創
業
を
目
指

す
人
を
し
っ
か
り
支
援
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　
古
事
「
敵
に
塩
を

送
る
」
を
起
源
と
す

る
大
町
あ
め
市
が
２

月
11
日
、
中
央
通
り

商
店
街
な
ど
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
福
あ
め
や
縁
起
物

な
ど
を
売
る
露
店
が

並
び
、
各
商
店
街
の

ブ
ー
ス
で
は
模
擬
店

や
振
る
舞
い
に
多
く

の
市
民
や
観
光
客
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
、
ま
ち
な
か
回
廊
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
で
は
、
商
工
会
議
所
前
に
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た

人
た
ち
が
商
品
券
な
ど
が
当
た
る
抽
選
に
長
い
列
を

つ
く
り
ま
し
た
。

　
下
仲
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
は
、
下
仲
町
商
店
街

に
よ
る
お
し
る
こ
が
振
る
舞
わ
れ
、
用
意
さ
れ
た

４
０
０
食
が
わ
ず
か
10
分
で
終
了
す
る
盛
況
ぶ
り
で

し
た
。
親
子
で
訪
れ
た
直
江
多
喜
子
さ
ん（
中
原
町
）

は
「
毎
年
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
お
し
る
こ
な
ど
の

振
る
舞
い
を
楽
し
み
に
来
て
い
る
。
抽
選
が
当
た
れ

ば
う
れ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、「
Ｏ
ｈ
♪
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
バ
ル
」や
Ｊ
Ｒ

信
濃
大
町
駅
か
ら
若
一
王
子
神
社
ま
で
を
散
策
す
る

「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

真
冬
の
夜
、
花
火
と
和
太
鼓
の
競
演

大
町
温
泉
郷

起
業
希
望
者
を
応
援
し
活
性
化
へ

創
業
支
援
協
議
会
設
立

多
く
の
人
で
商
店
街
が
に
ぎ
わ
う

大
町
あ
め
市
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国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
�

　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）で
は
、
マ
ン
サ

ク
や
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
の
黄
色
い
花
が
徐
々
に
咲
き
始
め
、
一
足
早

く
春
を
告
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
季
節
、
森
の
体
験
舎
で
は
、
楽
し
い
体
験
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。「
ウ
ッ
ド
バ
ー
ニ
ン
グ
」
な
ど
期
間
限
定
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
３
月
も
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
に
、ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

板
に
絵
や
模
様
を
描
き
ま
す
。
素

朴
で
温
か
み
の
あ
る
風
合
い
は
、

森
の
体
験
舎　
ク
ラ
フ
ト
体
験

「
ウ
ッ
ド
バ
ー
ニ
ン
グ
」

　
専
用
の
電
熱
ペ
ン
を
使
い
、木
の

す
か
。

■
日
時
　
３
月
12
日（
土
）・
13
日

（
日
）　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

30
分（
材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

■
場
所
　
森
の
体
験
舎
食
工
房

■
費
用
　
５
０
０
円

森
の
体
験
舎　
食
体
験

「
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
体
験
」

　
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
を
使
っ
た
本

格
ア
ウ
ト
ド
ア
料
理
を
体
験
。
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
全
員
で

シ
ェ
ア
す
る
料
理
を
作
り
ま
す
。

■
日
時
　
３
月
24
日（
木
）　
午
前

10
時
～
午
後
１
時（
予
定
）

■
場
所
　
森
の
体
験
舎
食
工
房

■
定
員
　
先
着
30
人

■
申
し
込
み
　
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
電
話
で
、
公
園
管
理
セ

ン
タ
ー（
大
町
・
松
川
地
区
）へ
。

■
費
用
　
小
学
生
以
上
５
０
０
円

※
未
就
学
児
は
参
加
無
料
で
す
が
、

一
人
前
の
料
理
を
食
べ
る
場
合
は

費
用
が
必
要
で
す
）

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
活
躍

公
園
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

大
町
・
松
川
地
区
で
は
、
各
種
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
活
躍
す
る
「
公

園
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
募
集
し
ま
す
。

灰
焼
き
お
や
き
や
竹
巻
パ
ン
な
ど

を
作
る
食
体
験
、
小
枝
の
工
作
や

サ
ン
ド
ア
ー
ト
な
ど
の
ク
ラ
フ
ト

体
験
、
四
季
折
々
の
動
植
物
を
案

内
す
る
自
然
観
察
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
参
加
者
の
体
験
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
感
謝
の
言
葉
が
多
く

寄
せ
ら
れ
る
、
や
り
が
い
あ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

　
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

趣
味
や
生
き
が
い
の
場
と
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
け
る
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間
　
随
時
募
集
中

■
活
動
日
時
　
希
望
に
応
じ
た
日

時■
待
遇
　
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
研
修
期
間
あ
り
、
交
通
費
支
給
）

【
共
通
事
項
】

料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無
料

※
別
途
入
園
料
は
必
要
で
す
。

詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン
タ
ー（
大

町
・
松
川
地
区
）に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。
事
前
の

電
話
予
約
も
承
っ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino-koen.jp/ 

ウ
ッ
ド
バ
ー
ニ
ン
グ
な
ら
で
は
で
す
。

■
期
日
　
３
月
12
日（
土
）・
13
日

（
日
）

■
受
付
時
間
　
午
前
10
時
、
午
前

11
時
、
午
後
１
時
、
午
後
２
時

■
場
所
　
森
の
体
験
舎
ク
ラ
フ
ト

工
房

■
費
用
　
２
０
０
円

森
の
体
験
舎　
食
体
験

「
ピ
ザ
窯
で
焼
く
米
粉
ピ
ザ
」

　
県
内
産
の
米
粉
を
使
い
ピ
ザ
生

地
を
作
り
、
旬
の
食
材
を
ト
ッ
ピ

ン
グ
し
て
ピ
ザ
窯
で
焼
く
本
格
的

な
ピ
ザ
で
す
。
出
来
上
が
っ
た
ピ

ザ
は
�
モ
チ
モ
チ
〟�
ア
ツ
ア
ツ
〟。

昼
食
や
お
や
つ
に
し
て
は
ど
う
で

ウッドバーニング

ピザ窯で焼く米粉ピザダッチオーブン体験

公園サポーターの活動風景
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生涯学習
大町公民館・文化会館

Let’s learn Japanese!
　Every Wednesday evening(7:00-9:00pm),we 

have class at Omachi Community center(Bunka 

Kaikan).The class is free.

　Won’t you join us? 

　℡２２－９９８８

日本語を勉強してみよう！
　毎週水曜日の晩（午後７時～９時）、大町公民館（文化会館）

で日本語の講座を行っています。講座の受講料は無料です。

　一緒に勉強しませんか？

　℡２２－９９８８

文化会館開館30周年記念事業
「大町市文化会館所蔵画展」

　文化会館では、開館30周年を記念して大ホール緞
どんちょう

帳

の原画、山元桜月の「神嶺富士」ほか文化会館に寄贈され

た作品を展示します。入場無料です。ぜひご覧ください。

■日時　３月５日（土）～31日（木）　午前８時30分～午

後５時15分

■会場　文化会館　展示室

日本語講座講師ボランティア
　大町公民館では、毎週水曜日に行っている外国

人を対象にした日本語講座の講師ボランティアを

募集します。特別な資格や外国語の会話能力は不

要です。いろいろな国の人と友達になりませんか。

希望者向けの説明会を開催します。ご参加ください。

■説明会

▽日時　３月30日（水）　午後７時30分

▽会場　大町公民館・文化会館　２階　実習室

■その他　説明会後も応募は随時受け付けます。

ピアノ弾き込みボランティア
　文化会館大ホール備え付けのスタインウェイ製

ピアノのコンディションを良好に維持するため、

定期的な弾き込みを行っていただけるボランティ

アを募集します。

■募集人数　10人程度　※応募者多数の場合は、書

類審査後、抽選の上、決定します。

■応募資格　中学生以上で、ピアノ演奏経験３年以

上かつ演奏会・発表会などの経験がある人

■内容

①15分程度、所定の手順に従って鍵盤を操作

②鍵盤操作後に１時間15分程度、自由に演奏

③演奏後、ピアノの状態などを所定の日誌に記録し

　て終了

■期間　４月～平成29年３月（期間中、登録者一人

につき１回のみ実施）

■時間　ホールの空き日で、午前９時～午後８時

（中・高校生は午後６時30分まで）の間の

１時間30分　※活動日時は、登録者の皆

さんと後日調整します。

■費用　160円（ボランティア保険代）

■申し込み　３月25日（金）午後５時30分までに、

文化会館にある申込用紙、ピアノ演奏経

験調査票に必要事項を記入の上、直接、

文化会館へ。　※申し込み時に、簡単な

質問をする場合があります。

■その他　この活動は、ピアノのコンディションを

整えるためのものです。

■問い合わせ　大町公民館・文化会館　℡・有線２２－９９８８

山元桜月
「神嶺富士」
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生涯学習
平公民館・女性未来館ピュア

女性講座「ピュアに輝くチャレンジ講座」
　何にでもチャレンジする前向きですてきな女性を目指して、受講者自身が企画・運営する講座です。

　平成27年度は、ジビエ料理講座や議会の傍聴、善光寺ご開帳参拝、正月のフラワーアレンジメント、演劇鑑

賞など、さまざまなことにチャレンジしました。新年度はあなたの自由な発想で企画してみませんか。受講者

自身が得意分野を生かして講師になることもあります。

　楽しく仲間づくりをしたい皆さん！　奮ってご参加ください。

■日程　４月～平成29年１月　月１回開講　※４月は企画会議、

５月～12月は講座実施、１月は反省会（予定）

▽第１回　４月８日（金）　午後１時30分～３時

※２回目以降は、企画内容に沿って計画します。

■会場　 ▽第１回　平公民館・女性未来館ピュア　軽運動室

※２回目以降は、企画内容により公民館外へバスなど

で行くこともあります。

■対象・定員　市内にお住まいの人　25人　※申し込み多数の場合は抽選を行います（初めての人を優先）。

平成28年度長野県シニア大学を受講する人はご遠慮ください。

■費用　第１回に活動資金として1,000円を集金します。２回目以降は、企画内容により自己負担があります。

■申し込み　３月９日（水）～16日（水）までに、電話または直接、平公民館･女性未来館ピュアへ。代理応募はで

きません。

欲ばり健康講座
　「歩いて、知って、楽しむ」をテーマにあなたの五感を磨きませんか？　自然の中を歩いて健康になる、地域

の文化財を知る、野山を歩きながら山野草や山菜の知識を得る、人との出会いを楽しむなど欲張りな講座です。

運動不足の解消と心のリフレッシュをしましょう。

■期日・会場　 ▽５月13日（金）　居谷里湿原　 ▽６月10日（金）　鷹狩山周辺　 ▽７月８日（金）　仁科三湖周辺

　 　 　 ▽８月19日（金）　湯俣水俣　 ▽９月９日（金）　大姥山　 ▽10月７日（金）　大峰高原　全６回

■時間　午前９時～午後１時　　　■対象・定員　市内にお住まいで、２時間程度歩ける人　先着20人

■講師　文化財センター職員、運動指導員ほか　　■費用　内容に応じて実費あり　※後日お知らせします。

■申し込み　３月９日（水）から、電話または直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。

■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア　℡・有線２２－０６９４

「認知症を知り予防する」「予防のための脳活」がテーマの講演会です。
入場無料（定員200名先着順）。皆様のご参加をお待ちしています。
●日時：３月17日（木）午後２時～４時　※30分前から入場可
●会場：サン・アルプス大町（大町市文化会館併設）大町市大町1601-2
※駐車場完備。会場内エレベーターあります。

第１部　講師：飯島裕一さん（信濃毎日新聞社編集委員）
　　　　「認知症の取材と認知症の母を通して思うこと」
第２部　講師：小林幹雄さん（脳トレ士・ＭＣＩ診断士）
　　　　「信濃毎日新聞“斜面”の音読と認知症予防」

▽開催日が近づいています。
参加ご希望の方は下記まで
お問い合わせください。
信濃毎日新聞松本本社販売部
認知症予防講演会事務局
〒 399-8711
松本市宮田 2-10
TEL:0263-25-2153
FAX:0263-26-8730

藤巻新聞店・松尾新聞店主催 「やさしく学ぶ 認知症予防」講演会
【広告】
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おおまち情報センター

ＩＴ講習「インターネット活用講座」「ワード＆エクセルではがき作成講座」
　おおまち情報センターでは次の２講座を開催します。お気軽にご参加ください。

■講座・日時

▽講座１「インターネット活用講座」

　　　　３月15日（火）・16日（水）・17日（木）・18日（金）・23日（水）・

24日（木）・29日（火）・30日（水）　全８回　午前10時～正午

▽講座２「ワード＆エクセルではがき作成講座」

　　　　３月14日（月）・15日（火）・16日（水）・17日（木）・18日（金）・

23日（水）・24日（木）・28日（月）・29日（火）・30日（水）　全10

回　午後６時～８時

■対象・定員　市内にお住まいで、マウス操作、キーボード操作による文

字入力ができる人　各講座16人　※定員を超えた場合は抽選

■費用　各講座1,500円（テキスト代）

■申し込み　３月11日（金）までに、直接、おおまち情報センターへ。

■その他　おおまち情報センターのパソコンを基本的に使用しますが、日頃使用しているご家庭のノートパソコンを

持参して講座を受けることも可能です。申し込みが少ない場合は、講座を行いません。

■会場・問い合わせ　おおまち情報センター　℡２１－３８００

アルプス囲碁村十段戦
　囲碁の七大タイトル戦の一つ「十段

戦」がことしも開催されます。これを

記念して「アルプス囲碁村十段戦」を行

います。この大会の上位３人は、４月

13日（水）に開催する「第54期十段戦

五番勝負第３局歓迎レセプション」で、

伊田篤史十段と挑戦者の井山裕太棋聖

などのトッププロ棋士が見守る中で表

彰されます。この機会にぜひご参加く

ださい。

■期日　３月26日（土）

■会場　サン・アルプス大町

■定員　先着64人

■費用　大人1,500円、高校生以下1,000

円（いずれも昼食代込み）

■試合方式　スイス方式、ハンデ戦

■申し込み　３月15日（火）までに、

電話または直接、アルプス

囲碁村推進協議会へ。

■問い合わせ

アルプス囲碁村推進協議会（企画財政

課企画調整係内）　℡市内線５２２

平成28年度第１期
「こども囲碁教室」「大人のための囲碁入門講座」

　囲碁を通しての人づくり街づくりを目指すアルプス囲碁村推進協

議会と日本棋院大町支部では、28年度も「こども囲碁教室」「大人の

ための囲碁入門講座」を開催します（３期に分け開催）。集中力や礼

儀作法が身に付く囲碁を覚えてみませんか。

共通事項

■日時　４月９日～７月30日　原則、毎週土曜日　全12回（予定）

午前10時～11時30分

■会場　アルプス囲碁村会館

■講師　アルプス囲碁村推進協議会囲碁普及員

■申し込み　４月６日（水）までに、電話または直接、アルプス囲碁

村推進協議会へ。

【こども囲碁教室】
■対象　大北・安曇野地域にお住まいの幼児から中学生

■費用　無料

■その他　送迎は各ご家庭で行ってください。

【大人のための囲碁入門講座】
■対象　高校生以上

■費用　1,080円（テキスト代）、300円／回（参加費）　※高校生は参加無料

■問い合わせ

　アルプス囲碁村推進協議会（企画財政課企画調整係内）

　℡ 市 内線５２２



広報おおまち　2016.3 22

情報ステーション
nformationI

募
集

消
防
委
員
会
委
員

　
市
で
は
、消
防
委
員
会
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。
消
防
委
員
会
は
、消
防
団
の
運

営
、消
防
施
設
の
整
備
・
改
善
に
関
す
る

こ
と
な
ど
を
調
査
・
審
議
す
る
機
関
で
す
。

■
募
集
人
数
　
１
人

■
募
集
資
格
　
20
歳
以
上
の
市
民

■
任
期
　
４
月
～
平
成
30
年
３
月

■
会
議
　
年
２
回
程
度

■
応
募
方
法
　
３
月
18
日（
金
）ま
で
に
、

応
募
動
機
を
任
意
の
用
紙
に
８
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送
（
当
日

必
着
）ま
た
は
直
接
、
消
防
防
災
課
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
　
消
防
防
災

課
消
防
防
災
係
　
℡
市
内
線
５
１
６

〒
３
９
８

−

８
６
０
１
　
大
町
市
大
町

３
８
８
７

「
き
ら
り
輝
く

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

助
成
金
審
査
員

　
市
で
は
、「
き
ら
り
輝
く
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
事
業
」
助
成
金
の
平
成
28
年

度
審
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数
　
２
人
程
度

■
応
募
資
格
　
20
歳
以
上
の
市
民
で
、

28
年
度
き
ら
り
輝
く
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
助
成
金
を
申
請
す
る
団
体
の
構

成
員
で
な
い
人

※
応
募
後
、
自
ら
が
構
成
員
で
あ
る
市

民
団
体
な
ど
が
本
事
業
に
申
請
し
た
場

合
は
、
応
募
資
格
を
失
い
ま
す
。

■
任
期
　
１
年
間

■
会
議
　
年
４
回
程
度

■
申
し
込
み
　
３
月
22
日（
火
）ま
で
に
、

応
募
動
機
を
任
意
の
用
紙
に
８
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送

（
当
日
必
着
）、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

庶
務
課
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
８
３
０

〒
３
９
８

－

８
６
０
１
　
大
町
市
大
町

３
８
８
７

Ｅ
メ
ー
ル
　sh

im
in

katsu
d
ou

@
city. 

o
m

ach
i.n

agan
o
.jp

在
宅
臨
時
職
員
登
録
者

　
市
で
は
、
次
の
職
種
の
在
宅
臨
時
職

員
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種
　
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

管
理
栄
養
士
、
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士

■
勤
務
地
　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
ほ
か

■
応
募
資
格
　
そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
が
あ
る
人

■
主
な
業
務
内
容

▽
保
健
師
　
健
診
・
健
康
相
談
時
な
ど

の
保
健
指
導

▽
助
産
師
　
乳
幼
児
健
診
、
母
子
の
訪

問
指
導

▽
看
護
師
　
各
種
検
診
、
健
康
相
談

▽
管
理
栄
養
士
、栄
養
士
　
乳
幼
児
健

診
・
育
児
相
談
時
な
ど
の
栄
養
相
談
指
導

▽
歯
科
衛
生
士
　
健
診
・
健
康
相
談
時

の
歯
科
衛
生
指
導

■
賃
金
　
１
回
２
５
０
０
円（
２
時
間
以
内
）

※
２
時
間
以
降
は
職
種
別
時
給
を
加
算

■
採
用
　
４
月
～
平
成
29
年
３
月
ま
で
の

間
で
必
要
に
応
じ
て
随
時
　
※
勤
務
を
希
望

す
る
曜
日
や
時
間
を
本
人
が
指
定
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
３
月
22
日（
火
）ま
で
に
、

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
資
格
免
許
証
の
写
し
を
添
付
し
て
、

郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
た
は
直
接
、

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
　
中
央
保
健

セ
ン
タ
ー
　
℡
・
有
線
２
３
・
４
４
０
０

〒
３
９
８

－

０
０
０
２
　
大
町
市
大
町

１
０
５
８

－

１
３

食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
市
で
は
、
両
親
学
級
や
離
乳
食
教
室

な
ど
の
際
に
、栄
養
士
の
お
手
伝
い（
調

理
補
助
な
ど
）
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数
　
10
人
程
度

■
活
動
場
所
　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

■
活
動
期
間
　
４
月
～
平
成
29
年
３
月

■
活
動
日
数
　
月
１
～
２
回
　
※
日
曜

日
に
活
動
で
き
る
人
の
申
し
込
み
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
３
月
25
日
（
金
）
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
・
有
線
２
３
・
４
４
０
０

平
成
28
年
度
第
２
期

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者

　
県
（
北
安
曇
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
）
と
Ｊ
Ａ
大
北
で
は
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
栽
培
の
基
本
的
な
知
識
と
技
術
を

学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
栽
培
し
販
売
し
よ
う

と
す
る
人
の
ほ
か
、栽
培
を
始
め
て
み
た

い
人
、定
年
帰
農
者
、Ⅰ
・
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど

の
新
規
就
農
者
な
ど
も
受
講
で
き
ま
す
。

■
日
時
　
４
月
～
29
年
３
月
　
全
９
回

■
申
し
込
み
　
３
月
18
日（
金
）ま
で
に
、

電
話
で
北
安
曇
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
Ｊ
Ａ
大
北
営
農
部
へ
。

■
そ
の
他
　
日
程
や
会
場
な
ど
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
北
安
曇
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
・
６
５
４
４

▽
Ｊ
Ａ
大
北
営
農
部

℡
２
２
・
１
８
４
２
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定
住
促
進
住
宅
入
居
者

「
湯
の
海
団
地
」

　
市
で
は
、
定
住
促
進
事
業
を
推
進
す

る
た
め
、
次
の
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
す
る
住
宅
　
湯
の
海か

い

団
地
＝
１

戸■
住
宅
の
概
要

▽
所
在
地
　
大
町
市
美
麻
１
１
７
２
７

－

１（
二
重
）

▽
建
築
年
度
　
昭
和
51
年
度
（
平
成
25

年
度
に
内
装
リ
フ
ォ
ー
ム
実
施
）

▽
構
造
　
木
造
平
屋
建
て（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

▽
建
築
延
べ
床
面
積
　
約
60
㎡（
約
18
坪
）

▽
設
備
状
況
　
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
、

ガ
ス
給
湯
器
、
暖
房
便
座
ト
イ
レ
、
ユ

ニ
ッ
ト
バ
ス
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
２
台
な
ど

▽
そ
の
他
　
犬
、
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
の

飼
育
は
禁
止
で
す
。

■
入
居
の
条
件

　
同
居
す
る
親

族
が
あ
り
、
自

治
会
な
ど
の
地

域
活
動
に
積
極

的
に
参
加
で
き

る
人
。
所
得
が

一
定
額
以
上
な

ど
の
基
準
に
合

う
人
。

■
家
賃
　
１
万
円

■
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
申
し
込
み
　
３
月
１
日（
火
）～
11
日

（
金
）ま
で
に
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
添
付
書
類（
納
税
証
明
書
、

所
得
証
明
書
な
ど
）
を
添
え
て
、
郵
送

（
当
日
必
着
）ま
た
は
直
接
、
美
麻
支
所

産
業
建
設
係
へ
。

※
募
集
要
項
お
よ
び
申
込
書
は
、
美
麻

支
所
産
業
建
設
係
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

■
入
居
決
定
日
　
３
月
中
旬

※
市
定
住
促
進
住
宅
入
居
者
選
考
委
員

会
で
選
考
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

■
入
居
の
時
期
　
４
月
１
日（
金
）～
28

日（
木
）

■
問
い
合
わ
せ

大
町
市
美
麻
支
所
産
業
建
設
係

℡
２
９
・
２
３
１
１

非
常
勤
特
別
職
国
家
公
務
員

予
備
自
衛
官
補（
一
般・技
能
）

　
防
衛
相
で
は
、
一
般
の
社
会
人
や
学

生
で
自
衛
官
未
経
験
者
の
予
備
自
衛
官

補
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
区
分
は
２
種
類
で
一
般
は
、
応

募
資
格
に
適
し
て
い
れ
ば
、
ど
な
た
で

も
応
募
で
き
ま
す
。
技
能
は
、
語
学
や

医
療
技
術
、
自
動
車
整
備
な
ど
の
分
野

に
精
通
し
た
人
が
応
募
で
き
ま
す
。

■
応
募
資
格

▽
一
般
　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
人

▽
技
能
　
18
歳
以
上
で
保
有
す
る
技
能

に
よ
り
53
～
55
歳
未
満
の
人

■
受
付
期
間
　
４
月
８
日（
金
）ま
で

■
試
験
日
　
４
月
15
日（
金
）～
19
日（
火
）

ま
で
の
指
定
さ
れ
た
１
日

■
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
松
本
地
域

事
務
所
（
松
本
市
深
志
２

－

６

－

５
マ

ル
ナ
カ
深
志
ビ
ル
１
階
）

℡
０
２
６
３
・
３
６
・
２
７
８
７

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国
際
協

力
機
構
）
で
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
、

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
春
期
の

募
集
を
行
い
ま
す
。

　
開
発
途
上
国
ま
た
は
日
系
人
社
会
か

ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
技
術
・
知
識
・

経
験
を
持
ち
、「
現
地
の
人
々
の
た
め

に
生
か
し
た
い
」と
望
む
人
を
募
集
し
、

選
考
、
訓
練
を
経
て
派
遣
し
ま
す
。

　
募
集
の
説
明
会
と
一
日
体
験
入
隊
を

開
催
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
４
月
１
日（
金
）～
５
月

９
日（
月
）

説
明
会

　
申
し
込
み
不
要
、
参
加
無
料
で
す
。

■
日
時
・
会
場

▽
４
月
９
日（
土
）　
午
後
２
時
～
４
時

長
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
Ｔ
Ｏ
ｉ
Ｇ

Ｏ
　
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
）　
３
階
　
第
３
学
習
室

▽
４
月
14
日（
木
）　
午
後
６
時
30
分
～

８
時
30
分
　
松
本
市
中
央
公
民
館
（
Ｍ

ウ
イ
ン
グ
）　
４
階
　
４

－

４
会
議
室

一
日
体
験
入
隊

■
日
時
　
４
月
24
日（
日
）　
午
前
10
時

15
分
～
午
後
５
時
　

■
会
場
　
駒
ヶ
根
青
年
海
外
協
力
隊
訓

練
所

■
費
用
　
５
０
０
円（
昼
食
代
）

■
申
し
込
み
　
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
る
申
し
込
み
用
紙
に
記

入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
話
で
、

駒
ヶ
根
青
年
海
外
協
力
隊
訓
練
所
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
　
駒
ヶ

根
青
年
海
外
協
力
隊
訓
練
所

℡
０
２
６
５
・
８
２
・
６
１
５
１

FAX
０
２
６
５
・
８
２
・
５
３
３
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
://w

w
w

.jica.

go
.jp

/ko
m

agan
e/

活動の様子

湯
の
海
団
地



広報おおまち　2016.3 24

情報ステーション
nformationI

お
知
ら
せ

３
月
27
日（
日
）午
前
７
時
か
ら

春
の
一
斉
清
掃

　
身
近
な
道
路
や
河
川
、
遊
園
地
な
ど

を
地
域
で
力
を
合
わ
せ
て
き
れ
い
に
し

ま
し
ょ
う
。
都
合
に
よ
り
、
こ
の
日
に

実
施
で
き
な
い
自
治
会
は
、
自
治
会
ご

と
に
実
施
日
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
、
土
砂
の
受
け
入
れ
や
粗
大

ご
み
な
ど
の
有
料
回
収
を
行
い
ま
す
。

土
砂

■
受
け
入
れ
場
所
と
時
間
　
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
　
午
前
７
時
～
11
時

粗
大
ご
み
な
ど

■
回
収
場
所
と
時
間
　
環
境
プ
ラ
ン
ト

午
前
７
時
～
11
時

■
処
理
料
金

▽
可
燃
性
粗
大
ご
み
…
…
…
20
円
／
㎏

▽
金
属
製
粗
大
ご
み
…
…
…
21
円
／
㎏

▽
電
化
製
品
・
混
合
製
品
…
37
円
／
㎏

※
小
型
家
電
（
掃
除
機
、
電
子
レ
ン
ジ

な
ど
）は
無
料
で
す
。

▽
エ
ン
ジ
ン
付
き
の
物
…
…
21
円
／
㎏

▽
バ
ッ
テ
リ
ー
…
…
３
２
４
円
〜
／
個

▽
古
タ
イ
ヤ（
自
動
車
）…
１
５
０
円
〜
／
本

▽
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
廃
家
電

（
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
、

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
）…
…

「
市
営
住
宅
等
整
備
計
画

（
素
案
）」に
関
す
る
意
見

　
市
で
は
、
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
適

正
化
を
図
る
た
め
「
市
営
住
宅
等
整
備

計
画
（
素
案
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。
素

案
に
対
す
る
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
３
月
18
日(

金)

ま
で

■
応
募
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
人
、

市
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
、
市

内
に
事
務
所
・
事
業
所
の
あ
る
法
人
、

そ
の
ほ
か
対
象
事
案
に
関
係
が
あ
る
人

■
提
出
方
法
　
任
意
の
様
式
に
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
ま
た
は
通

学
先
（
市
外
在
住
の
人
）
を
記
入
の
上
、

直
接
ま
た
は
郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー

ル
で
、
建
設
課
建
築
住
宅
係
へ
。
　

※
住
所
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

■
そ
の
他
　
詳
し
い
内
容
や
素
案
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
素
案
は
、
市
役
所
本
庁
舎
、
八
坂

支
所
、
美
麻
支
所
、
各
公
民
館
で
も
閲

覧
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
３

FAX
２
３
・
５
１
８
８

〒
３
９
８

－

８
６
０
１
　
大
町
市
大
町

３
８
８
７

Ｅ
メ
ー
ル
　kensetsu@

city.om
achi.

nagano.jp

…
…
…
…
…
３
０
０
０
円
程
度
〜
／
台

※
種
類
と
大
き
さ
で
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他

▽
環
境
プ
ラ
ン
ト
の
通
常
業
務
で
も
受

け
入
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
可
燃
性
粗
大
ご
み
、
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
の
対
象
廃
家
電
は
有
料
。
小

型
家
電
、
衣
類
は
無
料
）

▽
蛍
光
灯
の
分
別
収
集
を
し
て
い
ま
す
。

不
用
な
蛍
光
灯
は
割
ら
ず
に
環
境
プ
ラ

ン
ト
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

▽
環
境
プ
ラ
ン
ト

℡
・
有
線
２
２
・
０
１
６
８

重
度
心
身
障
が
い
者

タ
ク
シ
ー
券
交
付

　
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
が
、
外
出

時
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
際
の
運
賃

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象

▽
身
体
障
害
者
手
帳
（
視
覚
障
害
１
～

３
級
、
内
部
障
害
１
～
２
級
、
上
肢
障

害
１
～
２
級
、
下
肢
障
害
１
～
３
級
、

体
幹
障
害
１
～
３
級
）が
あ
る
人

▽
療
育
手
帳
が
あ
る
人

※
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
て
い
る
人
や
、
市
か
ら
他
の
制
度

で
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
を
持
参
の
上
、
直
接
、
福
祉
課

福
祉
係
、
八
坂
支
所
民
生
係
、
美
麻
支

所
民
生
係
へ
。
４
月
１
日（
金
）か
ら
受

け
付
け
を
開
始
し
交
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
福
祉
課
福
祉
係

℡
市
内
線
４
１
２
・
４
１
３

▽
大
町
市
八
坂
支
所
民
生
係

℡
２
６
・
２
０
０
１

▽
大
町
市
美
麻
支
所
民
生
係

℡
２
９
・
２
３
１
１

平
成
27
年
度　
き
ら
り
輝
く

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

最
終
報
告
会

　
平
成
27
年
度
に
「
き
ら
り
輝
く
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
の
助
成
を
受
け

た
11
団
体
の
皆
さ
ん
が
、
１
年
間
の
活

動
を
発
表
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
様
子
や
、
市

民
活
動
を
知
る
大
変
良
い
機
会
で
す
。

　
申
し
込
み
不
要
、
参
加
無
料
で
す
。

大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
３
月
19
日（
土
）　
午
後
１
時
30
分

■
会
場
　
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町
　
２
階

大
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
課
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
℡
市
内
線
８
３
０
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赤
十
字
救
急
法
講
習
会

（
大
町
会
場
）

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
思
わ
ぬ
病
気

や
交
通
事
故
、
災
害
な
ど
が
起
き
た
と

き
に
役
立
つ
正
し
い
応
急
手
当
て
の
知

識
と
技
術
の
習
得
を
目
指
し
、
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

救
急
法
基
礎
講
習

■
日
時
　
４
月
９
日（
土
）　
午
前
９
時
～

午
後
２
時

■
内
容
　
一
次
救
命
処
置
（
心
肺
蘇
生
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
、
気
道
異
物
除
去
）な
ど

■
受
講
資
格
　
15
歳
以
上
の
人

■
費
用
　
１
５
０
０
円
（
教
本
、
消
耗

品
、
保
険
代
）

■
資
格
認
定
　
救
急
法
基
礎
講
習
修
了

者
認
定
証

救
急
員
養
成
講
習

■
日
時
　
４
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

■
内
容
　
急
病
、
け
が
の
手
当
て
（
止

血
、
包
帯
、
固
定
）、
搬
送
、
救
護

■
受
講
資
格
　
救
急
法
基
礎
講
習
修
了

者
　
※
救
急
法
基
礎
講
習
修
了
者
認
定

証
が
必
要

■
費
用
　
１
７
０
０
円（
教
本
、
教
材
、

消
耗
品
、
保
険
代
）

■
資
格
認
定
　
救
急
法
救
急
員
認
定
証

救
急
員
資
格
継
続
研
修

■
日
時
　
６
月
12
日（
日
）　
午
前
９
時
～

午
後
２
時
30
分

■
内
容
　
実
技
の
復
習
、
改
訂
の
あ
っ

た
学
科
お
よ
び
実
技
の
伝
達
な
ど

■
受
講
資
格
　
原
則
、
救
急
員
の
資
格

の
有
効
期
限
が
残
り
１
年
以
内
の
人

■
費
用
　
８
０
０
円（
教
本
、
消
耗
品
、

保
険
代
）

■
資
格
認
定
　
救
急
法
救
急
員
認
定
証

の
更
新

共
通
事
項

■
会
場
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
定
員
　
各
講
習
先
着
30
人

■
申
し
込
み
　
開
催
日
の
２
週
間
前
ま

で
に
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
を
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

福
祉
課
庶
務
係（
日
赤
大
町
市
地
区
）へ
。

　
フ
ァ
ク
ス
用
の
申
込
書
は
、
日
本
赤

十
字
社
長
野
県
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部

℡
０
２
６
・
２
２
６
・
２
０
７
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp://w
w

w
.nagano.

jrc.o
r.jp

/

▽
福
祉
課
庶
務
係（
日
赤
大
町
市
地
区
）

℡
市
内
線
４
１
１

FAX
２
２
・
４
７
０
０

借
金
・
多
重
債
務

無
料
電
話
相
談
会

　
３
月
は「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」で
す
。

長
野
県
司
法
書
士
会
で
は「
伝
え
た
い
。

い
の
ち
よ
り
重
い
借
金
は
な
い
。
借
金

問
題
は
必
ず
解
決
で
き
る
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。「
病
気
療
養
の
た
め
借
金

の
返
済
が
困
難
」「
借
金
の
支
払
い
で
生

活
費
が
な
い
」
な
ど
で
お
困
り
で
し
た

ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
申
し
込
み
不
要
で
、
無
料
で
す
。

■
日
時
　
３
月
26
日
（
土
）　
午
前
10

時
～
午
後
５
時

■
電
話
番
号

０
１
２
０
・
４
４
８
・
７
８
８（
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
）

■
問
い
合
わ
せ
　
長
野
県
司
法
書
士
会

℡
０
２
６
・
２
３
２
・
７
４
９
２

自
動
車
の
登
録
・
検
査
手
続
き
は

お
早
め
に

　
毎
年
３
月
下
旬
は
自
動
車
の
検
査
・

登
録
申
請
が
多
く
、
窓
口
が
大
変
込
み

合
い
ま
す
。
車
検
の
手
続
き
は
１
カ
月

前
か
ら
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

松
本
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

℡
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
４
３

日本赤十字社公式
マスコットキャラクター

　市内産業の育成・振興、生活情報の提供、自主財源の確保の
ために、「広報おおまち」に市内事業者の広告を掲載しています。
お申し込みをお待ちしています。

広告の規格・掲載料　縦50㎜×横180㎜　白黒刷り　１回 20,000円
掲載できる広告の内容や、申し込み方法などは、広聴広報係にお問い合わせください。

■問い合わせ　情報交通課広聴広報係　TEL22-0420　内線 404

有
料
広
告

募
集
中
！
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■
日
時
　
４
月
９
日（
土
）　
午
前
９
時
〜

■
費
用
　
２
０
０
０
円
／
台

■
注
意
事
項
　

▽
一
人
１
台
ま
で
で
す
。

▽
運
搬
中
の
飛
散
防
止
の
た
め
、
あ
お

り
や
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な
ど
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
販
売
開
始
時
間
前
か
ら
の
順
番
待
ち

は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
へ
の
案
内

看
板
を
設
置
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

市
堆
肥
セ
ン
タ
ー

春
ま
き
用
堆
肥
軽
ト
ラ
ッ
ク

持
ち
込
み
販
売

　
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー（
八
坂
三
原
）で
は
、

春
ま
き
用
堆
肥
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
持
ち
込

み
販
売
を
行
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
購
入
希
望
の
人
は
、
当
日
に
軽
ト

ラ
ッ
ク
を
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
販
売
数
は
１
２
０
台
程

度
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
堆
肥
が
終

わ
り
次
第
販
売
を
終
了
し
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

不
動
産
評
価
等
の
無
料
相
談
会

　（
一
社
）長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

と（
公
社
）日
本
不
動
産
鑑
定
士
協
会
連

合
会
で
は
、
不
動
産
評
価
に
関
す
る
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
不
動
産
評

価
に
関
す
る
事
項（
売
買
、
交
換
、
相
続
、

借
地
、
担
保
、
賃
貸
借
な
ど
に
係
る
不

動
産
評
価
）
に
つ
い
て
、
不
動
産
鑑
定

士
が
お
答
え
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
会
場

▽
松
本
会
場
　
４
月
６
日（
水
）　
午
前

10
時
～
午
後
４
時
　
松
本
市
役
所
本
庁

舎
　
４
階
　
第
２
応
接
室

▽
長
野
会
場
　
４
月
７
日（
木
）　
午
前

10
時
～
午
後
４
時
　
長
野
市
役
所
第
２

庁
舎
　
10
階
　
18
会
議
室

※
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
は
休
憩
時
間

■
問
い
合
わ
せ

（
一
社
）長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
　

℡
０
２
６
・
２
２
５
・
５
２
２
８

　きらり☆大町人「大町北高校放送部」
　「最後の部員」として
ＴＳＢ杯県高校新人放
送コンテスト優秀賞な
どの成績を残し有終の
美を飾った７人。長い
歴史に幕を下し、新た
なステージへ進む皆さんにお話を伺います。

 放送日  ……… 20日（日）・27日（日）　午後8：45

　暮らしのガイド～ダイヤル119～
　「山火事予防について」と題し、空気が乾燥する
季節に心掛けたいポイントについて、大町消防署
消防士の堀優希さんのお話です。

 放送日  ……… ７日（月）・21日（月）　午後8：45

特集「卒業式」
＊大町北高校
　……… 13日〜22日
＊第一中学校、　
　仁科台中学校、　
　八坂小・中学校、
　美麻小中学校
　………………………………… 22日〜４月３日

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00

＊野菜づくりワンポイント総集編… １日〜17日
＊骨粗しょう症講座………………… ７日〜20日
＊生活支援コーディネーター初任者研修会
　……………………………………… 14日〜28日

市議会３月定例会
生放送　午前10：00

＊一般質問…………………………… １日・２日
＊本会議……………………………………… 15日

再放送　前9：00、午後1：00、午後8：00
＊一般質問…………………………… ３日～ 10日

シャイニング・キッズ　毎日放送
午前11:00、午後4:00、午後6:00、午後10:00

＊おおきくなったら　………… １日～４月３日

※放送予定を変更する場合があります。ご了承ください。
◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）やホームペー

ジでご覧ください。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡２１－３８０５

● ケーブルテレビ 3月の番組から ●

● 有線放送 3月の番組から ●
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室 編
集

不用品交換コーナー
●譲ります

▽マッサージチェア（約10年前購入、数回使用）
　�������������������� 無料

▽照明器具（約９年使用、８畳用・６畳用・キッチン用）
　�������������������� 無料

●譲ってください

▽仁科台中学校女子制服　 ▽足踏みミシン

▽パソコン　 ▽ジャズのCD　 ▽CDのカラオケ

　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任で行ってくださ
い。「広報おおまち」が届く前に交渉が成立することがあ
ります。ご了承ください。
　このコーナーでは、家庭で利用しなくなった生活用品
で、まだ十分利用できる不用品の再利用を目的に情報
提供しています。譲りたい物、譲ってほしい物があれば、
台帳に登録します。

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡ 市 内線４６３

今
月
の
納
税
な
ど

国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
…
３
月
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
…
３
月
分

保
育
料
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
月
分

市
営
住
宅
使
用
料

定
住
促
進
住
宅
使
用
料

雇
用
促
進
住
宅
・
駐
車
場
使
用
料

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
月
分

上
下
水
道
料
・
簡
易
水
道
料
…
３
月
分

納
期
限
は
３
月
31
日（
木
）

＊＊＊人の動き＊＊＊
総人口 28,874（－ 25） 転入   44

男 14,006（－ 9） 転出   47

女 14,868（－ 16） 出生   13

世帯数 11,849（＋ 12） 死亡   35
※２月 1 日現在、（　）内は前月比

　
大
町
レ
デ
ィ
ー
ス
は
、

塩
の
道
ま
つ
り
や
大
町

や
ま
び
こ
ま
つ
り
、
三

蔵
呑
み
歩
き
な
ど
市
内

の
イ
ベ
ン
ト
や
、
県
外

で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
躍

を
し
て
き
ま
し
た
。

　
西
澤
さ
ん
は
表
紙
の
節
分
祭
で
、
任
期

内
の
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
は
最
後
に
な
り
ま

す
。
普
段
は
新
聞
記
者
と
し
て
取
材
現
場

で
も
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
く
西
澤
さ
ん
。

認
定
証
授
与
式
に
マ
ス
コ
ミ
側
で
は
な
く
、

制
服
姿
で
登
場
し
た
衝
撃
か
ら
早
２
年
。

今
で
は
す
っ
か
り
大
町
レ
デ
ィ
ー
ス
が
板

に
付
い
て
い
ま
す
。
２
年
間
、
本
当
に
お

疲
れ
様
で
し
た
。

　
新
年
度
、
鈴
木
さ
ん
と
新
た
に
選
出
さ

れ
る
大
町
レ
デ
ィ
ー
ス
に
引
き
継
が
れ
ま

す
。
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
で
す
ね
。

図書館だより
－今月のおすすめ本－　

蛮政の秋［小説］��������� 堂場瞬一／著
新聞記者に送られてきた政界をゆるがす１通の
メール。真相を追い求めた先にあるものとは…。

当確師［小説］����������� 真山仁／著
敏腕選挙コンサルタントが引き受けたのは現
職市長を打倒するというミッション。主人公
は市長の牙城を崩せるのか。

何が起きても命を守る防災減災ＢＯＯＫ［防災］
������������ ゆうゆう編集部／編

即実行できる防災の知恵とアイデアを紹介。

優しい言葉　パンとスープとネコ日和［小説］
��������������� 群ようこ／著

優しい人たちに囲まれて、お店を楽しく営む
アキコ。そんなアキコの家に、兄弟猫がやっ
てきて…。

満腹!　お楽しみ弁当［料理］���  大庭英子／著
ふたを開けてびっくり！　サプライズ弁当の
レシピを紹介します。

絵本　母と暮せば［大人向け絵本］
�������� 山田洋次／文　森本千絵／絵

亡くなった息子が、命日に母親の前に帰って
きた。映画から生まれた、もう一つのファン
タジー。

－貸出ベスト３（１月）－
(一般)
No.1　父娘の絆　三世代警察医物語［小説］
�������������� 新津きよみ／著
No.2　うちのオカン　愛すべき天然エピソード
150連発！［娯楽］�������� 鉄人社／出版
No.3　魔女の封印［小説］����  大沢在昌／著

(子どもの本)
No.1　だいくとおにろく［日本の絵本］
�������� 松居直/再話　赤羽末吉／絵
No.2　はやくはやくっていわないで［日本の絵本］
�������� 益田ミリ／作　平澤一平／絵
No.3　ゆきのひ［外国の絵本］
����� エズラ・ジャック・キーツ／文・絵

－今月の推薦図書－

足みじかおじさんの旅　あきらめないで
やなせたかし／著　新日本出版社
　『アンパンマン』の著者が長
年のライフワークとして書き
続けてきた大人向けのショー
トメルヘン。短編の物語がい
くつも収録されていて読みや
すく、１つ１つの物語の筆者
の思いを考えるととても味わ
い深い１冊です。

－催し－

おはなしの森���������������
������ 毎月第１土曜日　午前10時30分
おいで　えほんのおへや����������
�������� 毎月第２火曜日　午前11時
おりがみ教室��� 毎月第３木曜日　午前11時

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21－1616
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くらしの案内板3
無料相談
社会保険・
年金・労働
（要予約）

12日（土）
9:30〜15:00

中心市街地
多目的ホール

商業労政係
☎市内線 542

結 婚
12日・26日

土曜日
13:00〜17:00

総合福祉
センター

農業委員会
☎市内線 641

結 婚
（要予約）

10日（木）
13:00〜15:00

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

法 律
（要予約）

8日（火）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

担当=土屋学弁護士 （次回は４月12日　吉澤誠弁護士）

行 政

23日（水）
9:00〜12:00

西第 1 会議室
（市役所西庁舎2階）

行政管理係
☎市内線 511

30日（水）
9:00〜12:00 八坂支所

23日（水）
9:00〜12:00 美麻支所

年 金 17日（木）
10:00〜15:00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-32-5821

日本政策金融
公庫（要予約）

17日（木）
13:30〜16:30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性

10日（木）
10:00〜15:00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎2階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎市内線 52524日（木）

9:00〜12:00

育 児
11日（金）

9:30〜11:00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（要予約）

心配ごと
（要予約）

7日・28日
月曜日

13:00〜16:00 総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

7日・28日
月曜日

13:00〜15:00

生活・就労
（要予約）

平日
9:30〜17:00

総合福祉センター
２階

まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

人 権 17日（木）
10:00〜16:00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

有料相談（要予約）
法 律 15日・22日 火曜日 13:00〜16:00 大北福祉会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =1時間以内10,000円（税別）

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

■内科（市内）・外科（大北一円）   （診療時間9:00〜17:00）

  6日（日）
内 小野医院　  （堀六日町） ☎ 22-0047

外 栗林医院　　  （上仲町） ☎ 22-0305

13日（日）
内 平林医院　　  （六九町） ☎ 22-2525

外 西森整形外科  （松川村） ☎ 61-1700

20日（日）
内 横澤内科医院  （下仲町） ☎ 22-0371

外 石曽根医院　  （八日町） ☎ 22-0142

21日（月）
内 野村クリニック（東若宮町） ☎ 85-0085

外 大町総合病院  （高見町） ☎ 22-0415

27日（日）
内 大町協立診療所（大新田町） ☎ 26-5200

外 ＪＡあづみ病院（池田町） ☎ 62-3166

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11：00、診療時間9：00〜12:00）

  6日（日） 宮下歯科医院　　  （上仲町） ☎ 22-0297

13日（日） 岡江歯科医院　　  （松川村） ☎ 62-9888

20日（日） 砂田歯科医院　　  （高見町） ☎ 22-0648

21日（月） 竹内歯科医院　　  （池田町） ☎ 62-2151

27日（日） 武田歯科医院　　  （白馬村） ☎ 72-8060

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間9:00〜17:30）

  6日（日） 轟薬局　　　　　　  （上一） ☎ 21-1512

13日（日） カネリキ山口薬局  （大黒町） ☎ 22-0184

20日（日） タカミ薬局　　　  （下仲町） ☎ 22-0180

21日（月）
れんげ薬局　　　  （高見町） ☎ 22-0125

はなのき林薬局  （東若宮町） ☎ 85-0595

27日（日） カネリキ山口薬局  （大黒町） ☎ 22-0184

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
診察日時 月〜土曜日　19:00 〜 21:00

休 診 日 6日㈰・13日㈰・20日㈰・21日㈪・27日㈰

受付時間 18:30〜20:45 ☎ 26-6199

診察場所 大町市大町 1601-2（文化会館南隣）
「フレンド・プラザ大町」内


